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A

議
案
第
６
号

鳥
取
県
立
青
谷
か
み
じ
ち
史
跡
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　
次
の
と
お
り
鳥
取
県
立
青
谷
か
み
じ
ち
史
跡
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第

96
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
本
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

　
　
令
和
４
年
９
月
16
日
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
取
県
知
事
　
　
平
　
　
井
　
　
伸
　
　
治

　
　
　
鳥
取
県
立
青
谷
か
み
じ
ち
史
跡
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

（
設
置
）

第
１
条
　
弥
生
時
代
の
交
易
拠
点
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
港
湾
集
落
跡
で
あ
り
、
極
め
て
良
好
な
保
存
状
態
で
多
種
多
様
な
遺
物
が
出
土
し
た
青
谷
上
寺
地
遺
跡
（
以
下

「
遺
跡
」
と
い
う
。
）
を
県
民
の
誇
る
べ
き
歴
史
遺
産
と
し
て
次
世
代
に
確
実
に
引
き
継
い
で
い
く
と
と
も
に
、
遺
跡
の
魅
力
を
鳥
取
県
の
内
外
に
発
信
し
、
遺
跡

の
適
切
な
保
存
及
び
活
用
を
図
り
、
も
っ
て
県
民
の
文
化
向
上
に
資
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
24
4条
の
２
第
１
項
及
び
地
方
教
育
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行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
31
年
法
律
第
16
2号
）
第
30
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
鳥
取
県
立
青
谷
か
み
じ
ち
史
跡
公
園
（
以
下
「
史
跡
公
園
」
と

い
う
。
）
を
鳥
取
市
に
設
置
す
る
。

（
施
設
）

第
２
条
　
史
跡
公
園
の
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

　（
１
）　
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
重
要
文
化
財
そ
の
他
出
土
品
（
以
下
「
重
要
文
化
財
等
」
と
い
う
。
）
の
収
蔵
展
示
施
設

　（
２
）　
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
（
重
要
文
化
財
等
の
調
査
及
び
研
究
の
た
め
に
必
要
な
施
設
を
含
む
。
）

　（
３
）　
屋
外
展
示
施
設

　（
４
）　
前
３
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
遺
跡
及
び
重
要
文
化
財
等
の
適
切
な
保
存
及
び
活
用
を
増
進
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設

（
所
掌
事
務
）

第
３
条
　
史
跡
公
園
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
行
う
。

　（
１
）　
史
跡
公
園
の
維
持
管
理
、
調
査
研
究
及
び
整
備
に
関
す
る
こ
と
。

　（
２
）　
重
要
文
化
財
等
の
収
蔵
展
示
に
関
す
る
こ
と
。

　（
３
）　
史
跡
公
園
の
普
及
啓
発
及
び
情
報
発
信
に
関
す
る
こ
と
。

　（
４
）　
史
跡
公
園
の
関
係
職
員
そ
の
他
関
係
者
の
研
修
に
関
す
る
こ
と
。

　（
５
）　
遺
跡
の
管
理
団
体
（
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
25
年
法
律
第
21
4号
）
第
11
3条
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
団
体
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
し
て
行
う
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A 管
理
及
び
復
旧
に
関
す
る
こ
と
。

　（
６
）　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
史
跡
公
園
の
保
存
及
び
活
用
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

（
職
員
）

第
４
条
　
史
跡
公
園
に
所
長
そ
の
他
の
所
要
の
職
員
を
置
く
。

（
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
）

第
５
条
　
知
事
は
、
地
方
自
治
法
第
24
4条
の
２
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
人
そ
の
他
の
団
体
で
あ
っ
て
知
事
が
指
定
す
る
も
の
（
以
下
「
指
定
管
理
者
」
と
い

う
。
）
に
史
跡
公
園
に
係
る
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

　（
１
）　
史
跡
公
園
の
維
持
管
理
（
知
事
が
別
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
業
務

　（
２
）　
史
跡
公
園
の
普
及
啓
発
及
び
情
報
発
信
に
関
す
る
業
務
（
知
事
が
別
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）

　（
３
）　
前
２
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
３
条
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
知
事
が
別
に
定
め
る
も
の

（
指
定
管
理
者
の
管
理
の
期
間
）

第
６
条
　
指
定
管
理
者
が
前
条
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
期
間
は
、
同
条
に
規
定
す
る
知
事
の
指
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
４
月
１
日
（
当
該
指
定

を
受
け
た
日
が
４
月
１
日
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
日
）
か
ら
５
年
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
指
定
に
よ
る
期
間
の
更
新
を
妨
げ
な
い
。

（
指
定
管
理
者
の
選
定
基
準
）

第
７
条
　
知
事
は
、
鳥
取
県
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
16
年
鳥
取
県
条
例
第
67
号
）
第
４
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
申
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請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
同
条
例
第
５
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
っ
て
指
定
管
理
者
の
候
補
者
を
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。

　（
１
）　
第
５
条
に
規
定
す
る
業
務
の
事
業
計
画
書
の
内
容
が
、
史
跡
公
園
の
効
用
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
と
と
も
に
、
当
該
業
務
に
係
る
経
費
の
縮
減
が
図
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　（
２
）　
第
５
条
に
規
定
す
る
業
務
を
安
定
し
て
行
う
た
め
に
必
要
な
人
員
及
び
財
政
的
基
礎
を
有
し
て
お
り
、
又
は
確
保
で
き
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
。

　（
３
）　
知
事
が
行
う
事
業
に
積
極
的
に
協
力
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

　（
４
）　
そ
の
他
知
事
が
第
１
条
に
規
定
す
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
る
も
の
と
し
て
別
に
定
め
る
事
項

（
利
用
時
間
及
び
利
用
休
止
日
）

第
８
条
　
史
跡
公
園
の
利
用
時
間
は
、
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
知
事
の
承
認
を
得
て
定
め
る
。

２
　
史
跡
公
園
の
利
用
を
休
止
す
る
日
は
、
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
知
事
の
承
認
を
得
て
定
め
る
。

（
利
用
の
許
可
）

第
９
条
　
史
跡
公
園
の
施
設
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
指
定
管
理
者
は
、
そ
の
利
用
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
前
項
の
許
可
（
以
下
「
利
用
許
可
」
と
い
う
。
）
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

　（
１
）　
公
の
秩
序
を
乱
し
、
又
は
善
良
の
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　（
２
）　
史
跡
公
園
の
施
設
設
備
を
毀
損
し
、
若
し
く
は
汚
損
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　（
３
）　
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３
年
法
律
第
77
号
）
第
２
条
第
２
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
の
利
益
に
な
る
と
認
め
ら
れ
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A る
と
き
。

３
　
指
定
管
理
者
は
、
史
跡
公
園
の
管
理
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
利
用
許
可
に
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
利
用
料
金
）

第
10
条
　
史
跡
公
園
の
利
用
に
係
る
料
金
（
以
下
「
利
用
料
金
」
と
い
う
。
）
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
に
そ
の
収
入
と
し
て
収
受
さ
せ
る
。

２
　
利
用
料
金
は
、
指
定
管
理
者
が
、
あ
ら
か
じ
め
知
事
の
承
認
を
得
て
定
め
る
。

３
　
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
料
金
を
承
認
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
当
該
利
用
料
金
を
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
利
用
料
金
の
減
免
）

第
11
条
　
指
定
管
理
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
知
事
の
承
認
を
得
て
定
め
た
基
準
に
従
い
、
利
用
料
金
を
減
額
し
、
又
は
免
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
行
為
の
制
限
等
）

第
12
条
　
史
跡
公
園
に
お
い
て
は
、
次
の
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

　（
１
）　
史
跡
公
園
の
施
設
設
備
又
は
展
示
物
そ
の
他
の
資
料
を
毀
損
し
、
若
し
く
は
汚
損
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
す
る
こ
と
。

　（
２
）　
史
跡
公
園
内
に
お
い
て
喫
煙
し
、
又
は
火
を
使
用
す
る
こ
と
。

　（
３
）　
指
定
管
理
者
の
許
可
を
受
け
な
い
で
竹
木
を
伐
採
し
、
又
は
植
物
を
採
取
す
る
こ
と
。

　（
４
）　
動
物
を
捕
獲
し
、
又
は
殺
傷
す
る
こ
と
。

　（
５
）　
土
地
の
形
質
を
変
更
す
る
こ
と
。
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　（
６
）　
指
定
管
理
者
の
許
可
を
受
け
な
い
で
物
品
を
販
売
す
る
こ
と
。

　（
７
）　
立
入
禁
止
区
域
内
に
立
ち
入
る
こ
と
。

　（
８
）　
空
き
缶
、
空
き
瓶
そ
の
他
の
ご
み
を
捨
て
る
こ
と
。

　（
９
）　
他
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
す
る
こ
と
。

　（
10
）　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
別
に
定
め
る
行
為

２
　
第
９
条
第
２
項
及
び
第
３
項
の
規
定
は
、
前
項
第
３
号
及
び
第
６
号
の
許
可
（
以
下
「
行
為
許
可
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
準
用
す
る
。

３
　
指
定
管
理
者
は
、
第
１
項
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
対
し
て
は
、
史
跡
公
園
へ
の
立
入
り
を
拒
み
、
又
は
史
跡
公
園
か
ら
の
退
去
を
命

ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
第
１
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。

　（
１
）　
管
理
団
体
が
行
う
行
為

　（
２
）　
文
化
財
保
護
法
第
12
5条
第
１
項
本
文
の
許
可
を
受
け
て
す
る
行
為
及
び
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
当
該
許
可
を
受
け
な
い
で
す
る
行
為

　（
３
）　
文
化
財
保
護
法
第
12
5条
第
７
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
指
示
に
基
づ
く
措
置
と
し
て
行
う
行
為

　（
４
）　
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
14
年
法
律
第
88
号
）
第
９
条
第
１
項
の
環
境
大
臣
又
は
知
事
の
許
可
を
受
け
て
行

う
鳥
獣
の
捕
獲
等
の
行
為

（
措
置
命
令
）
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第
13
条
　
指
定
管
理
者
は
、
史
跡
公
園
の
適
正
な
管
理
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
史
跡
公
園
を
利
用
す
る
者
に
対
し
、
必
要
な
措
置
を
命
ず
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
許
可
の
取
消
し
）

第
14
条
　
指
定
管
理
者
は
、
利
用
許
可
又
は
行
為
許
可
を
受
け
た
者
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
利
用
許
可
又
は
行
為
許
可
を
取
り

消
す
こ
と
が
で
き
る
。

　（
１
）　
こ
の
条
例
又
は
こ
の
条
例
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。

　（
２
）　
利
用
許
可
若
し
く
は
行
為
許
可
を
受
け
た
目
的
以
外
の
目
的
に
利
用
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

　（
３
）　
利
用
許
可
又
は
行
為
許
可
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

　（
４
）　
詐
欺
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
利
用
許
可
又
は
行
為
許
可
を
受
け
た
と
き
。

　（
５
）　
そ
の
他
史
跡
公
園
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
行
為
を
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

（
規
則
へ
の
委
任
）

第
15
条
　
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
史
跡
公
園
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

　
　
　
附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
２
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
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施
行
す
る
。

（
準
備
行
為
）

２
　
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
及
び
第
７
条
の
規
定
に
よ
る
選
定
並
び
に
こ
れ
ら
に
関
し
必
要
な
手
続
そ
の
他
条
例
を
施
行
す
る
た
め
に
必
要
な
行
為
は
、
こ
の
条

例
の
施
行
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
最
初
の
指
定
管
理
者
の
管
理
の
期
間
）

３
　
第
６
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
こ
の
条
例
の
施
行
前
に
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
が
同
条
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
期
間

は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
11
年
３
月
31
日
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
指
定
に
よ
る
期
間
の
更
新
を
妨
げ
な
い
。
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